
GK-6 2 0 0 Z



警告 

注意 

安全に正しくお使いいただくために

各部の名称

この取扱説明書では製品を安全に正しくお使いいただき、使われる方や他の人々への危害や財産に損害

を与えないために、さまざまな絵表示をしています。

表示と意味は次のとおりです。

この警告表示を無視して間違った取り扱いをしますと、使用者や近付いた方

が障害を負う可能性か想定されること、また物的損害のみの発生か想定され

ることを表しています。

この警告表示を無視して間違った取り扱いをしますと、使用者や近付いた方

が死亡または重傷を負う可能性か想定されることを表しています。

絵表示には次の意味かありますので十分理解してお読みください。

一般的な注意 火災に注意 一般的な禁止事項 必ず行う事頂

必ず確認

感電に注意 触れない注意 分解の禁止 差込プラグを抜く
差込プラグを抜く

■本体

■セット品の確認

上のイラストを参照しなから梱包品を確認してください。
本体接続部品以外は別梱包となっています。 確認

■お願い

万が一不足の場合は、お手数でもお求めの販売店にお申し出ください。

■付属品 吊り下げネジ　４本

吊りチェ－ン　４本（本体取付済み）

電源コード

差込プラグアースネジ

電撃格子

保護カバー

ヒューズ（5A）

誘虫ランプ

（FL－20SBL）

グローランプ
（FG－1E）

赤ランプ

電源スイッチ虫受け皿　

高圧トランス

固定ネジ

-1- -６-

トラブルの時の点検 注意

保護力バ－、虫受け皿が正常の位置にあって異常が認められた場合は（異常とは電撃格子に虫が

近付いても取れない、ランプか点灯しないことをいいます）

次のような原因が考えられます。該当箇所の確認を行なってください。

現　　像 原　　因 対　　策

●赤ランプ点灯

　捕虫ランプ点灯しない

●赤ランプ点灯しない

　捕虫ランプ点灯しない

●殺虫しない

●グローランプの切れ、ゆるみ

●捕虫ランプの切れ

●ヒューズ切れか、接触不良

●保護力バーの取り付け不良か

　またはマイクロスイッチの作動不良

●虫受け皿の取り付け不良か取り付け忘れ

　またはマイクロスイッチの作動不良

●電源スイッチの入れ忘れか不良

●差込プラグの入れ忘れ

●電撃格子の汚れ

●高圧トランスの故障

●グローランプの点検

●各ランプの交換

●電撃格子の

　　　清掃または交換

●高圧トランスの交換

●ヒューズの点検か交換

●保護力バーの取付点検

●マイクロスイッチ点検

●虫受け皿の取付点検

●電源スイッチの点検

●差込プラグの確認

器具について

修理のお願い

■照明器具には寿命があります。設置後10年たちますと、外観に異常がなくても、内部部品等の

   劣化は進行しています。器具の点検、または交換をしてください。

　この器具の寿命の目安は、1日10時間使用で約10年です。

■捕虫ランプの寿命（近紫外光が出力される時間）は20Wで5,000時間です。

　ランプか点灯していても寿命を過ぎたランプからは、捕虫に有効な近紫外光が出力されなくなり、

   捕虫効果が低下します。一般的なご使用の場合1～2年での交換をお勧めします。

　また、グローランプはランプ交換3回に一度の割合で交換してください。

■定期的に工事店等の専門家による、点検を行ってください。

■ご使用中に異常が生じたときは、ご使用になるのをやめ、差込プラグを抜き、

   販売店・工事店にご相談ください

必ず行なう





設置方法 使用上のご注意

必ず行なう 必ず行なう

必ず行なう

必ず行なう

必ず行なう

必ず行なう

必ず行なう

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

-３- -４-

警告 警告

１、保護カバー、虫受け皿を固定しているダンボールパッドを取り外してください。
  

２、付属の吊り下げネジをしっかり固定できる天井や

      構造物にねじこんでください。  （器具重量/約15.5kg）

      薄い天井板、石膏ボードなど、構造物自体か弱いと

      落下の原因となります。（ネジ間隔578×100mm）
  

３、本体に取付けてある吊りチェ－ンを、

      固定した吊り下げネジに取り付けてください。

      高さ調整はチェーンで行い、

      水平になる様に吊下げてください。
  

４、虫受け皿を取付け、固定ネジで締め付けてください。

【取付け間隔】

578mm
100mm

固定ネジ

●使用中に異常か生じた場合は、速やかに差込プラグを抜き、

   使用を中止してください。爆発、火災、落下などか発生します。

●本器は吊り下げ式です。ポール付けや側付け、壁付けはできません。

●この器具は、軒下用で周囲温度5℃～35℃の範囲で使用するよう設計されています。

●通電中は電撃格子に手や金属物などで触れたり、隙間などに金属物を

   差し込まないでください。感電、火災、故障の原因になります。

●器具を改造したり、部品変更したり、分解修理を行なわないでください。

　火災・感電などの原因となります。

●雷が近づいているときは、専用開閉器の電源を切ってください。

　故障の原因となります。

●器具に飛びついたり、揺らしたりしないでください。

　器具の落下、ケガの原因になります。

●次のときは必ず差込プラグをコンセントから抜いてから行なってください。

　本器を設置場所から取り外すとき。

　本器や虫受け皿、電撃格子、保護カバ－を清掃するとき。

　誘虫ランプ、グローランプ、ヒューズを交換するとき。

　感電、火災、故障の原因になります。

●本器に殺虫剤や他のエアゾールガスなどを吹き掛けないでください。

　爆発、引火、器具の劣化、殺虫能力の低下などが発生します。

●虫受け皿に薬剤・水などを入れないでください。

　火災・サビの原因になります。

●捕虫用の粘着性リボンなどといっしょに使用しないでください。

　火災などの原因となります。

●本体、ランプ、電撃格子に布・紙等の可燃物で覆ったり、かぶせたり、

   燃えやすいものを近づけないでください。　感電、火災、故障の原因になります。

●虫受け皿、保護カバーは必ず取り付けてください。

　外れたり、完全に取り付けられていないと、安全装置であるマイクロスイッチ

　か作動し、電源が入りません。（故障ではありませんので正しく取付けてください）

●誘虫ランプは必ず指定のランプをご使用ください。（一般の蛍光灯はご使用できません）

●3～5年に一回は専門家による点検を実施してください。

●使用中に不具合がありましたら、修理・交換をしてください。

　誘虫ランプ・電撃格子・高圧トランスなどは使用条件や環境により劣化か早まります。

上手な使い方

●電撃格子に虫が大量に付着したときは、殺虫能力か低下したり、高圧トランスか発熱し不良が

   発生しやすくなりますので、必ず清掃を行ってください。

◆清掃の仕方　（必ず差込プラグを抜いてから行ってください。）

　乾いた布で拭いてください。

　金属ブラシなどは、ご使用にならないでください。

製品寿命の低下原因となります。

●誘虫ランプは時々清掃してください。

差込プラグを抜き、ランプを取り外した後、乾いた布で拭いてください。

●シーズン終了後は殺虫器本体を清掃してください。

差込プラグを抜き、本器を吊り下げから降ろしてから行ってください。

本体の汚れは、乾いた柔らかい布、または水、もしくは薄めた中性洗剤を含ませよく絞った

柔らかい布などで行なってください。

金属部分をクレンザーや金属タワシなどで磨かないでください。

傷付いたり腐食の原因になります。

●器具への放水・水洗いは行なわないでください。

感電・故障・サビの原因となります。

●ガソリン・ベンジン・シンナーなどの薬品で清掃しないでください。

また、ソケットの樹脂部には水・洗剤・薬品等は使用しないでください。

変色・変形・劣化の原因となります。

必ず行なう

必ず行なう

必ず行なう

禁止

禁止

禁止

正しいご使用方法

１、差込プラグをコンセントに差し込んで、専用開閉器を「入」にしてください。

２、電源スイッチを引くと、赤ランプ及び捕虫ランプか点灯し、電撃格子に高電圧か流れます。

３、ご使用にならないときは、差込プラグをコンセントから必ず抜いてください。

分解の禁止

差込プラグを抜く


